
越谷野田線（田島工区）整備事業に関する説明会 

 

                               日 時 令和２年１月２２日（水） 

                          １８時３０分   

                               場 所 田島集会所 

 

 

   １   開  会 

 

   ２   関係者、担当者紹介  

 

   ３   議  事 

 

       （１）越谷野田線（田島工区）（田島南交差点～東埼玉道路区間）  

          の整備計画について   （資料１） 

 

       （２）用地測量業務の実施について   （資料２） 

 

       （３）補償のあらまし   （資料３） 

       

 

   ４   質 疑 応 答 

 

   ５   閉  会 

 

 

 

                             連絡先 

                              道路施設担当 永田、鮎澤、郡司 

                              用地担当    岡部、杉山  

                              電話 ０４８－９６４－５２２３ 
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先行整備区間 Ｌ＝４２０ｍ

田島南交差点～東埼玉道路区間

吉川市

松伏町

東埼玉テクノポリス

松伏田島地区

産業団地

越谷野田線（田島工区）概要図

県道越谷野田線（田島工区）
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 (主)越谷野田線平面図 

一級河川中川

田島橋

東埼玉道路県道中井松伏線

県道越谷野田線

田島（南）交差点

県道越谷野田線（バイパス）　新規整備箇所

本図面は、現時点の検討状況を基に作成しております。

今後の調査や警察との協議により、変更が生じる場合があります。

都市計画道路浦和野田線　都市計画決定　昭和３４年１０月

最終変更　　昭和６３年　４月

道路幅員　２５．０～２７．０ｍ（都市計画決定幅員）

計画交通量　約２５，０００台

車線数　４車線

設計速度　６０ｋｍ／ｈ

これまでの事業進捗状況

平成２８年度　路線測量

平成２９年度　地質調査、予備設計

平成３０年度　交差点予備設計
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 標 準 断 面 図 (１) 
S=1:100

一般部(NO.13付近)

一般部・副道設置区間（NO.8付近）

1:1.0

As

(副　道) (副　道)

幅員構成

車道幅員　３．２５ｍ×４車線

中央分離帯　２．０ｍ

歩道幅員　４．５ｍ（転落防止柵含む）

田圃との高低差　0.3ｍ～2.3ｍ

副道幅員　５ｍ（車道４ｍ＋両側０．５ｍ路肩）
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交通ルートの変更について

県道への車両進入不可 左折のみ通行可

中央分離帯
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用排水系統・乗入箇所図（現況）
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用排水系統・乗入箇所図（道路整備後）
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用地測量とは

○ 用地測量とは、事業に必要となる土地について、

・周辺の土地との境界

・土地全体の面積

・皆様からお譲りいただきたい土地

の面積を確定するものです。

※今回の説明会にお声掛けさせていただいた方全員とは限りません。
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越整  第    号 

令和 2 年  月  日 

 

関 係 各 位 

 

                                    埼玉県越谷県土整備事務所長 

                                        （公印省略） 

 

測量のお知らせと、土地立入について（お願い） 

 

 県の道路事業につきましては、日頃格別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

このたび、当事務所では主要地方道越谷野田線バイパスに伴う用地境界の確認のため、下記のとおり測量調査

の実施を予定しております。 

 つきましては、皆様方には何かと御迷惑をおかけするかと存じますが、測量作業のため貴所有地に立ち入らせ

て頂く事もありますので、御協力賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

記 

１.測量実施箇所 

  裏面に記載した箇所 

２.土地立入について 

（１）土地立入する理由 

  主要地方道越谷野田線バイパスの整備に伴う用地境界の確認のため 

（２）土地に立入する者 

  下記の発注者及び測量業者の職員です。 

  なお、測量業者の職員は、この業務を証明するため、発注者が発行した身分証明書を携帯しています。 

（３）土地への立入期間 

  令和 2 年 1 月 27 日（月） ～ 令和 2年 3月 31 日（火）（予定）※天候等により延期の可能性があります。 

３.発注者及び担当  

  埼玉県越谷県土整備事務所 

  道路施設担当  永田 / 鮎澤 

  電話０４８－９６４－５２２３ 

４.測量業者（問い合せ先） 

 【その１工区】 

 太平洋航業株式会社 

  現場責任者 圷 / 技術管理者 加藤 

  電話 ０４８－２６５－０５１５ 

 【その２工区】 

 富士測地株式会社  

  現場責任者 林 / 技術管理者 清水 

  電話 ０４８－２６５－３３４５ 

 

測 量 イ メ ー ジ 

皆様の土地への立ち入り通知文

・測量期間

令和２年１月２７日からを予定

・測量を担当する機関の連絡先
太平洋航業㈱ 圷、加藤
048-265-0515

富士測地㈱ 林、清水
048-265-3345

２

（案）



身分証明書の見本

測量の作業員はこちらの身分証明書を必ず携帯しております。

・測量会社名

・作業員氏名

作業員が携帯する身分証明書

３



用地測量の流れ

１． 境界を確認するための事前調査

２． 境界を確認するための現地立会

３. 土地面積の確定

４



○ 土地の境界を確認するために必要な、

公図や土地登記簿等を登記所などから

資料を収集します。

1．境界を確認するための事前調査

用地測量の流れ

○ 皆さまの敷地の中で、既存の境界を示す

杭やプレート等を確認させていただきます。

５



○ 現在ある道路などの公共用地と、

私有地との境界を確認します。

２．境界を確認するための現地立会

用地測量の流れ

○ 私有地と私有地との境界を確認します。

※ 皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、
現地で境界を確認していただく必要がございます
ので、立会のご協力をお願いいたします

６



①Ａさんの土地全体の境界を確定します。
・現地で一筆ごとに土地の境界を確認します。
・確認には、Ａさんと、接する土地の所有者
（Ｂさん）に立会いをお願いします。
・境界点に、杭を設置します。

②事業用地の境界と面積を確定します。
・Ａさんが所有する土地のうち、事業用地とな
る部分の境界と面積を確定します。
・境界点に、杭を設置します。

７

用地測量の内容



・立会いをお願いする日時、場所

・当日ご持参いただくもの

・注意事項

・連絡先

境界確認の立会いについて
○ 現地で立会いをお願いする際には、事前に文書で

ご案内させていただきます。

※記載の日時でご都合が悪い場合には、文書
に記載のある連絡先にご連絡いただければ、
別途調整させていただきます。

８



３．土地面積の確定

○ 皆様からお譲りいただきたい土地の面積を、確

定した境界に合わせて測定します。

用地測量の流れ

○ 現地の状況や必要に応じて、境界を示す杭や

プレートの設置をさせていただきます。

９



今後の測量の予定について

境界を確認するための事前調査

境界を確認するための現地立会
【２～３月頃】

事業用地としてお譲りいただきたい土地面積

※作業の進捗により、時期は前後することがございます。

１０



■ 越谷野田線（田島工区）（田島南交差点～東埼玉道路区間）整備の進め方

①

路
線
測
量

②

設
計
及
び
地
質
調
査

③

関
係
機
関
協
議

④

用
地
測
量
・調
査

説
明
会
／
設
計
内
容

⑤

用
地
買
収

⑦

供
用
開
始

H28～31年度 R1～2年度
予定年度

事
業
の
流
れ

今回

設計に必要な基礎
データ（地形状況な
ど）を把握する測量

用地取得が必要な土地
及び境界等の調査（境界
を確定するための測量）

※ 上記の予定年度は、今後、整備状況等により変更される可能性があります。

交差点の設計内容に
ついて、警察や松伏
町、北首都国道事務
所などと協議

R2年度以降

⑥

工

事

今後の事業予定について
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 補償のあらまし  

 埼玉県では、県民の皆様が、健康で文化的な生活を営み、豊かさを
実感できるようにするため、「安心安全を実現し災害に強い県土づく
り」、「首都圏を支える県土づくり」、「豊かな暮らしを実現する県土づ
くり」の３つの基本目標を掲げ、道路・河川などの整備を行っていま
す。 
 
 これらの事業を進めるためには皆様の御理解と御協力をいただき、
貴重な財産である土地をお譲りいただかなくてはなりません。 
 また、この土地に建物などが建っている場合には、その移転をお願
いしなければなりません。 
 
 埼玉県は、皆様から御提供いただいた大切な財産を有効に活用し、
次世代に引き継ぐ公共の財産として整備していきます。 
 そこで、このような場合の手順や補償の方法をこれから説明させて
いただきます。 

 

（皆様の道路・河川などの公共事業に対する御理解と御協力を重ねて

お願い申し上げます。） 

埼玉県のマスコット 

  「コバトン」 

Administrator
テキストボックス
資料３



 

 

 

 道路は、経済産業活動や県民生活に最も密着した基礎的な社会基盤でありま

す。県内の道路網を着実に整備することにより、首都圏に位置する本県の高い

ポテンシャルを余すことなく発揮することができます。また、災害時の救援活

動や迅速な復旧活動、搬送時間の短縮等による消防、救急救助活動に貢献でき

る道路ネットワークの整備は極めて重要です。 

 

 埼玉県の道路は、首都圏におけるアクセス向上、企業立地の活性化による経

済波及効果など、我が国全体にも大きな効果が期待できます。 

 

 埼玉県では、「安心・成長・自立自尊の埼玉」の実現を目指し、インターチェ

ンジのアクセス道路、道路網の骨格を担う幹線道路、地域の生活を支える身近

な道路など、高速道路から生活道路に至るまで真に必要な道路整備を着実に進

めております。 

 

 

 

 

 

 

 埼玉県は、流域面積が全国一の利根川をはじめ多くの河川が流れており、県

土に占める河川の面積の割合が３．９％と日本一であり、「川の国埼玉」として

水辺に親しめる機会に恵まれています。また、この水辺空間を活かすため、「清

流の復活」と「安らぎとにぎわいの空間創出」を基本方針とし、「水辺空間とこ

とん活用プロジェクト」により、自然豊かな水辺空間の活用、地域の活性化を

図っているところです。 

 

 また、台風の大型化や局地的な大雨（いわゆるゲリラ豪雨）による浸水の被

害を軽減するため、河川改修とともに調節池整備による河川改修のスピードア

ップ、河川と下水道の連携による内水被害の軽減対策を実施しております。 

道      路 

河      川 



   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地の価格（評価）について 

 土地の補償額の算出については、皆様の立会いのもと、この事業

に必要な土地の面積を測量し、その面積に１平方メートル当たりの

価格を乗じて算定します。 
 
※ 土留施設、階段、溝、擁壁などのように、土地と一体となってその効用を成
しているものについては、土地の価格に含まれます。 

 各々の土地の価格（単価）は、その土地の現況地目、形状、面積

及び地域の状況並びに利用形態によって個別に算定します。 

 １平方メートル当たりの土地の価格の決め方は、付近の土地の取

引価格（売買事例）、地価公示法に基づく公示価格、国土利用計画

法に基づく基準価格、不動産鑑定士による鑑定価格などを基に、適

正な価格（正常価格）を算定します。 

 当該土地に所有権以外の権利（地上権・借地権・耕作権等）が

設定されている場合は、土地の所有者と所有権以外の権利者との

間において土地の権利割合を決めていただき、その割合に基づき

補償金を算定します。 

土地の価格 
土地所有者の

権利割合 

借地権等権利

者の権利割合 

土地の補償 

借地権等が存する土地の補償 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【建物】 

 

 

 

 

 

 

【工作物】 

 

 

 

 

 

 

 

【立木】 

 

 

 

 

  

物件（建物等）の移転補償について 

 建物の移転については、その建物が移転後においても、移転

前の価値及び機能を失わないように、土地と建物の位置関係、

種類、構造、用途、経過年数、その他の条件を考慮して、その

移転工法（再築、曳家、改造などの方法）を決定し、それに要

する費用を補償します。 

 お譲りいただく土地の上に物件（建物・工作物・立木等）

がある場合は、移転をしていただくこととなりますが、移

転をしていただく物件の個々の形状・利用状況・数量など

を所有者別に調査します。 

 工作物の移転については、その工作物が移設できるか否かを

考慮して、その移転方法を決定します。 

 移設できる工作物（フェンス、板塀、門、看板等）について

は、原則として移設に要する費用を補償します。 

 移設できない工作物（コンクリート叩き、堀井戸、ブロック

塀等）については、再設に要する費用を補償します。 

  

 立木については、移植補償を原則としていますが、大きさや

用途によっては伐採補償としています。 

 移植補償は、移植に要する費用などの損失を補償します。 

 伐採補償は、伐採に要する費用を補償しますが、特に庭木な

どは、この費用に加えて立木の正常な取引価格（立木の価値）

を補償します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅などを移転していただく場合は、家財道具、商品等の荷造

り、運搬に要する費用を補償します。 

その他の補償について 

【【動動産産移移転転補補償償】】  

【【家家賃賃減減収収補補償償】】  

【【借借家家人人等等にに対対すするる補補償償】】  

【【営営業業休休止止等等のの補補償償】】  

【【仮仮住住居居等等補補償償】】  

移転していただくこととなる借家等に居住されている方には、賃借を継続する

ことが困難と認められる場合には、現在と同程度の借家等を借り入れるために

要する権利金及び現在の家賃と地域内の標準的な家賃との差額を一定期間補償

します。 

建物の移転工事期間中、一時的に仮住まい（仮倉庫）が必要となる場合は、そ

れに要する権利金や家賃を補償します。 

賃貸用住宅などの移転に伴って、一定要件を満たした場合には、移転期間中に

得られなくなる家賃相当額（管理費等を控除）を補償します。 

店舗や工場などを移転するために営業を一時的に休ま

なければならないときは、休業による収益減、営業用資

産に対する公租公課など休業中であっても必要な経費、

従業員に対する休業手当、開店のための広告費など、実

態をよく調査のうえ補償します。 

【【祭祭しし料料のの補補償償】】  

神社・仏閣・墓地などを移転していただく場合は、その移転の際に行う祭典及

び弔祭に要する費用を補償します。 

【【移移転転雑雑費費のの補補償償】】  

建物等を移転していただく場合には、その移転先を探す費用、建築確認を申

請する費用、住居移転に必要な費用、建築祝い等に必要な費用、引越しの挨

拶に要する費用などを補償します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他のお願いと注意事項について 

用地交渉（補償説明）が進み、補償内容等についてご理解が得

られれば、所定の契約書に署名・押印をいただきます。 

この際、印鑑登録証明書等の提出をお願いする場合がありま

す。 

補償金の支払いは、原則として、土地の所有権移転登記が完
了し、更地（物件を移転した）状態で土地の引渡しが完了し
た後となります。 
                            
ただし、建物等を移転するために前金が必要な場合などにつ
いては、土地の所有権移転登記に必要な関係書類の提出を条
件として、7割を限度に前金として支払うことができます。 
                            
残金については、土地の所有権移転登記が完了し、更地（物
件を移転後）の状態で土地を引渡した後となります。 
                            
補償金の支払いは、請求書に基づき、銀行等の金融機関の預

金口座に振込みとなります。 

公共事業に御協力いただいた場合には、埼玉県が皆様の土地に

ついて買い取りの申し出をした日から６か月以内に御協力い

ただくなどの一定条件のもと、租税特別措置法に基づく譲渡所

得の特別控除や代替資産の買い替え特例など、税法上の優遇措

置が受けられます。 

 

※詳しくは、お近くの税務署に御相談ください。 

埼玉県では金銭補償を原則としていますが、条件が合えば代

替えの土地のあっ旋も行います。この場合、事業用地の提供

者、代替地の提供者及び埼玉県の三者で契約することとなり

ます。 

この三者契約をした場合には、代替地提供者に対しても一定

条件のもと、税法上の優遇措置が受けられます。 

 

【注意】県に売り渡す土地が市街化区域内にあるものの、開

発行為を伴う市街化調整区域内の代替地を取得した場合 

には、同じ面積の土地であっても資産価値が低下するこ

とがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用 地 事 務 

 

事業計画の概要と用地補償の進め方について説明します。 地 元 説 明 会 

皆様の立会をお願いして御協力いただく土地の大きさを

確定します。 

家屋などに立ち入ってその形態を調べます。 
用地測量・調査 

 

調べた土地及び建物等について皆様方が確認します。 

 

所轄の税務署と税法上の優遇措置について協議をします。 

 

土地の買収代金と建物等の補償代金を算定します。 

 

建物等をどのように移転していただくかを確定します。 

調書の作成・確認 

税務署との事前協議 

移転工法の認定 

補償額の算定 

 

補償額の根拠等について説明します。 

 

土地の買収代金や建物等の補償代金を支払います。 

 

土地の分筆及び所有権の移転登記をします。 

 

御協力いただければ契約書に署名捺印等をお願いします。 

 

個々の具体的な内容について個別に説明します。 

用地補償の説明会 

支 払 い 

契 約 

登 記 

用 地 交 渉 

 

事業用地となった土地の管理をします。 取得用地の管理 
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問い合わせ先 

事務所名：                  

連 絡 先：                  

用地の担当：                  

工事の担当：                  

Administrator
タイプライターテキスト
埼玉県　越谷県土整備事務所

Administrator
タイプライターテキスト
用地担当　　　048-964-5222
道路施設担当　048-964-5223

Administrator
タイプライターテキスト
用地担当　　　岡部、杉山

Administrator
タイプライターテキスト
道路施設担当　永田、鮎澤、郡司


